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73 前掲注 5, 494頁。
74 前掲注 1, 484頁。
一的な見解が見あたらない。しかし，辞典に従えば「原判決を対象として原審の資料だけに基づい
てその当否を審査するという構造73」であり，学説における共通部分は「原判決の当否を審査する
方式74」となるところから，確実に抽出可能な要点は「原判決の当否を審査する」ということであ
るものと思われる。モデルとしての「事後審」の説明として十分とは言えないかも知れないが，こ
れ以上の内容を確定するためには，控訴審構造論における事後審という概念の位置づけを，より詳
細に探らなくてはならないであろう。
